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学位論文内容の要旨
膵癌において主要血管への浸潤の有無は治療選択において重要な因子であるが、その評
価は困難な場合がある。2013 年 1 月から 2016 年 6 月に膵癌の術前に EUS が施行された
57 例を対象として、膵癌における EUS の血管浸潤診断能を検討した。 




脈系で 89%、92%、91%、動脈系は 83%、94%、93%であった。また EUS 所見と、病理標
本より計測した腫瘍と主要血管との距離を比較すると、EUS 所見②で所見③より門脈系
(96[0-742]μm vs. 2833[1076-5694]μm, P=0.012)と動脈系 (623 (0-854)μm vs. 3097 
[1396-6000]μm, P=0.006)いずれにおいても有意差をもって短かった。1000μm 以上病理
学的距離がある症例は全例で正診であった。EUS による血管浸潤診断能は高く、腫瘍と主




膵癌の術前に EUS が施行された 57 例を対象として、EUS 静止画で Type 1：明らかに血
管の encasement がある、Type 2：腫瘍と接しており血管壁の線状高エコーが消失している、
Type 3：腫瘍と接する血管壁の線状高エコーが保たれている、Type 4：明らかに腫瘍と距離
がある、の 4 群に分類し、門脈系、動脈系への浸潤評価と術後病理を比較検討した。血管浸
潤診断における特異度、正診率は門脈系でも動脈系でも高く、病理標本では Type 2 の方が
Type 3 より有意に腫瘍と主要血管の距離は短かった。 
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